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主な経過報告

H15.５.  1（木）産業部会

　　　　　　　 （農業委員会事務局長との合同会議）

H15.５.  8（木）総務専門部会

　　　　　　　　 企画専門部会

　　　　　　　　 民生専門部会

　　　　　　　　 文教専門部会

　　　　　　　　 産業専門部会

H15.５.1 2（月）第１回まちづくりプロジェクトチーム会議

　　　　　            （電算システムプロジェクトチームとの合同会議）

H15.５.1 5（木）第３回幹事会

H15.５.22（木）民生作業部会

H15.５.24（土）第４回町村長連絡会

H15.５.26（月）第４回協議会

H15.５.28（水）総務部会

　　　　　　　　（財政担当課長及び財政担当者）

　

第
４
回
大
野
郡
５
町
２
村
合
併
協
議
会
が
５
月　

日
、
フ

レ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド
み
え
（ 

三
重
町
大
原
総
合
体
育
館 

）
研
修

室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
先
般
行
わ
れ
た
朝
地
町
及
び
犬
飼
町
の
住
民

投
票
に
つ
い
て
の
報
告
を
受
け
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
協

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
協
定
項
目
の
提
案
事
項
と
し
て
「
町
名
・
字
名
の

取
扱
い
に
つ
い
て
」
及
び
「
男
女
共
同
参
画
の
取
扱
い
に
つ

い
て
」
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

第　回合併協議会を開催４
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５
月　

日
、
三
重
町
大
原
総
合
体
育
館
２
階

研
修
室
に
お
い
て
、
第
４
回
合
併
協
議
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
委
員
の
交
代
に
伴
う
委
嘱
状
の
交

付
が
行
わ
れ
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
報
告
・
提

案
等
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
提
案
事
項
の
協
議
結
果
に
つ
い
て
は

決
定
次
第
報
告
い
た
し
ま
す
。
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第
４
回
合
併
協
議
会

新
市
の
事
務
所
の
位
置
に
つ
い

て　
　

 

（
協
定
項
目
第
４
号
）

　

提
案
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て

は
、
次
回
以
降
の
協
議
会
で
協

議
さ
れ
ま
す
。

▽
協
議
事
項
に
つ
い
て
は
、
全

　

て
継
続
協
議
と
な
り
ま
し
た
。

千歳村議会議長�　　（新）高野　健治�（旧）野仲　松一

朝
地
町
及
び
犬
飼
町
の
住
民
投

票
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
５
月　

日
に
行
わ
れ
た
住
民

　

投
票
の
結
果
に
つ
い
て
朝
地

　

町
長
、
犬
飼
町
長
よ
り
そ
れ

　

ぞ
れ
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

羽
田
野
朝
地
町
長

「
朝
地
町
は
住
民
の
方
に
大
野

郡
５
町
２
村
で
の
合
併
と
い
う

選
択
を
し
て
い
た
だ
き
、
こ
れ

か
ら
も
大
野
郡
の
一
員
と
し
て

や
っ
て
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
。

　

住
民
皆
さ
ん
の
期
待
を
裏
切

ら
な
い
よ
う
に
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
維
持
が
で
き
ま
す
よ
う
、
皆

様
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
」�

藤
田
犬
飼
町
長

「
住
民
投
票
の
結
果
、
民
意
は

大
分
市
と
の
合
併
と
な
り
ま
し

た
。
大
分
市
に
対
し
ま
し
て
は

早
急
に
日
程
調
整
に
入
り
、
正

式
に
申
し
入
れ
を
し
、
努
力
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
合

併
は
相
手
の
あ
る
こ
と
で
す
。

一
方
的
に
は
参
り
ま
せ
ん
。
そ
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号
）

22 2019

�

＝
協
議
第　

号
＝

10

住民投票とは
　地域住民に深く関わる特定の問題についての賛否を地域住民自身の直接投票で決めることです。地

方自治法に基づく条例の制定が必要で、投票結果に法的拘束力はありませんが、住民の意思を尊重し

なければなりません。

新合併協議会
　委員紹介

▽

清川村議会議長�　　（新）森　　義光�（旧）　佐藤　文則▽

　　　　　　　　�　　（新）林　　満男�（旧）相田　健男▽

報告する藤田犬飼町長

こ
で
皆
さ
ん
方
に
は
、
ご
理
解

い
た
だ
き
、
で
き
る
こ
と
な
ら

ば
今
し
ば
ら
く
の
猶
予
を
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
」

以
上
の
よ
う
に
、

　

朝
地
町
に
つ
い
て
は
大
野
郡

５
町
２
村
で
の
合
併
を
め
ざ
す

方
針
が
報
告
さ
れ
、
犬
飼
町
に

つ
い
て
は
大
分
市
に
協
議
を
申

し
入
れ
る
方
針
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　

協
議
の
結
果
、

　
　

①
犬
飼
町
は
、
協
議
会
の

　
　
　

承
認
を
受
け
て
「
大
分

　
　
　

市
」
に
合
併
協
議
の
申

　
　
　

し
入
れ
を
す
る
。

�

　

②
犬
飼
町
は
、
次
回
の
協

　
　
　

議
会
ま
で
に
判
断
を
す

　
　
　

る
。

�
　

③
当
面
は
、
従
来
ど
お
り

　
　
　

５
町
２
村
で
専
門
部
会

　
　
　

及
び
作
業
部
会
で
の
合

　
　
　

併
協
議
は
す
す
め
る
が
、

　
　
　

幹
事
会
で
の
協
議
は
行

　
　
　

わ
な
い
。

　

以
上
の
こ
と
に
つ
い
て
、
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

大野地方振興局長
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まちづくりプロジェクトチーム

電算システムプロジェクトチーム

　合併協議会では各町村の様々な項目を協議しています。

　主な業務として「新市建設計画の作成」・「合併に関する協議」の大きく２つの柱があります。

　このうち「新市建設計画」の作成にあたり、まちづくりプロジェクトチームの第１回会議が５月12日

に大原総合体育館で開催されましたので、ご紹介いたします。

　各町村それぞれに電算システムがありますが、新市誕生までに、そのシステムを統合する必要があり

ます。その作業をしていただく電算プロジェクトチームの第１回会議が5月12日にまちづくりプロジェ

クトチームと合同で開催されましたのでご紹介いたします。

まちづくりプロジェクトチーム名簿

電算システムプロジェクトチーム名簿

町村名

三重町 企画振興課

三重町 企画振興課

副主幹 玉　田　輝　義

総　務　課 主　任 甲斐田　展　男

総務企画課 主　査 深　田　智　久

税務住民課 主　任 佐　藤　修　一

総　務　課 係　長 田　北　厚　生

総　務　課 係　長 後　藤　英　樹

総　務　課 係　長 羽田野　宏　章

企画商工観光課 主　任 甲　斐　久　満

同和対策室 室長補佐 三　代　良　介

総務企画課 課長補佐

課長補佐

藤　元　蔦　夫

農林商工課 係　長 足　立　宏　幸

総務企画課 主　査 園　田　孝　吉

総務企画課 係　長 佐　藤　誠　司

総務企画課 主　事 後　藤　勝　広

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

緒方町

清川村

朝地町

千歳村

犬飼町

大野町

課　  名 職  名 氏    　      名

町村名 課　  名 職  名 氏    　      名

（企画室）

（財産管理室）

総務企画課 主　事 清　水　哲　也清川村

総　務　課 主　任 板　倉　　　俊朝地町

総　務　課 主　事 三　浦　寛　史緒方町

総務企画課 課長補佐 佐　藤　文　夫大野町

総務企画課 主　査 園　田　孝　吉千歳村

総務企画課 係　長 河　面　邦　弘犬飼町

佐　藤　文　紀

　新市建設計画は、①新市を建設していくための基

本方針、②基本方針を実現するための建設計画、③

公共施設の統合整備及び④財政計画で構成されます。

　この計画は新市誕生後の市政の方向性を示す大変

重要なものです。

　企画専門部会の指示により、コンサルタントと協

働して新市建設計画の素案を作成します。

※財政計画は総務専門部会が担当します。

（1）コンサルタント業者との打ち合わせ

（2）各町村の「新市まちづくり委員会」への参加

　　  と意見聴取

（3）各専門部会との協議

（4）計画素案の作成と企画（総務）専門部会への

　　  報告

新市建設計画とは

まちづくりプロジェクトチームの役割

プロジェクトチームの紹介
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合併協議会は公開しています

T E L  ０９７４ー２６ー４１３９ 　ＦＡＸ  ０９７４ー２６ー４１４８　

市町村合併の流れ
　これまでに大規模な市町村合併は、明治と昭和の２度行われました。

現在の市町村合併は平成の大合併と言われています。ここでは、これまでの
市町村合併の状況と市町村数の推移を紹介します。

大分県大野郡三重町大字百枝１０８６番地の35　（フレッシュランドみえ内）

編集・発行／大野郡５町２村合併協議会

ホームページアドレス  http://www.ohnogun-gappei.jp　　 Eメール  info@ohnogun-gappei.jp

昭和の大合併
　昭和28年に「町村合併促進法」が制定

され、地方自治の強化と財源の拡充を図り、

新制中学校の運営に適する人口8,000人を

標準として進められました。

平成の合併の動き
　平成17年3月までの合併特例法により合

併を促進。行政や住民の自主的・主体的な

考えに基づく合併論議により進められてい

ます。

　明治21年の町村合併標準提示に基づき

戸籍や小学校などの事務に適当な300～

500戸を目安に進められました。

明治の大合併明治の大合併

全国の市町村数の推移
（　）内は大分県の市町村数

明治21年12月　　　71,314（800）

明治22年 ４月　　　15,859（279）

昭和22年 ８月　　　10,505（217）

昭和40年 ４月　　　  3,392  （61）

昭和50年 ４月　　　  3,257 （58）

昭和60年 ４月　　　  3,253 （58）

昭和28年10月　　　  9,868（195）

昭和36年 ６月　　　  3,472  （66）

平成 ７年 ４月　　　  3,234 （58）

平成14年 ４月　　　  3,218 （58）

平成15年 ４月　　　  3,190 （58）

　大野郡５町２村合併協議会は、原則公開で行います。

　ひと月に１回のペースで協議会を開催しますので、

ご希望の方は、傍聴することができます。

�     (※会議開始時刻１５分前までに受付が必要です。）

　ただし、希望する方が多数の場合は抽選を行うこと

がありますので、ご了承ください。

日 時／６月２６日（木）午後１時３０分
場 所／�三重町大原総合体育館２階研修室

　協議会は、原則、毎月第４木曜日の開催です。　
　都合により日程を変更することがありますので、
傍聴を希望される方は、事務局にご確認のうえ
お越しください。( TEL 0974-26-4139 )

第５回協議会

協議会の予定日

合併特例法の施行

〒879-7152




